
古
代
陰
陽
横
断
路

1
1
1
山
陰
側
を
中
心
と
し
た
歴
史
地
理
学
的
考
察
|
|

中

林

保

は
じ
め
に

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
古
代
の
中
園
地
方
に
は
山
陰
に
出
雲
、
山
陽
に
吉
備
の
巨
大
勢
力
の
存
在
が
知
ら
れ
る

Q

こ
れ
ら
出
雲
・
吉
備
・
更
に
都
を
結
ぶ
交
通
路
は
、
既
に
、
古
代
に
お
い
て
聞
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

中
園
地
方
の
日
本
海
や
瀬
戸
内
の
海
岸
部
に
は
、
多
数
の
前
方
円
墳
を
は
じ
め
と
す
る
古
墳
群
や
、
古
廃
寺
跡
式
内
社
等
が
、
出
雲
や

古代陰陽横断路

吉
備
な
ど
の
大
勢
力
の
存
在
を
実
証
す
る
か
の
よ
う
に
残
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
山
地
の
奥
深
く
に
も
、
か
な
り
多
数
の
古
墳

群
な
ど
の
分
布
が
み
ら
れ
る
ω

古
代
の
よ
う
な
農
耕
を
主
体
と
す
る
時
代
に
、
気
候
的
に
米
作
に
不
利
な
中
国
山
地
に
お
い
て
、
古
墳
を
営
造
す
る
集
団
が
存
在
し
た

こ
と
は
、
米
作
以
外
に
何
ら
か
の
生
産
手
段
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
ω

お
そ
ら
く
、
中
国
山
地
の
砂
鉄
を
利
用
し
た
「
タ
タ
ラ
製
鉄
」
に
よ
る
鉄
生
産
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
@
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『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、
調
庸
と
し
て
の
鉄
・
鍬
な
ど
の
産
地
は
伯
奮
・
備
中
・
備
後
・
美
作
・
対
馬
・
筑
前
の
諸
国
で
、
対
馬
、
筑
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前
を
除
け
ば
中
国
地
方
の
国
々
で
あ
る
ω

中
国
山
地
地
域
で
生
産
さ
れ
た
鉄
は
、
一
そ
れ
ぞ
れ
の
国
衝
を
遇
し
て
、
庸
調
一
と
し
て
都
へ
運
脚

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

そ
れ
ら
鉄
の
搬
出
の
道
が
、
出
雲
や
吉
備
な
ど
の
山
陰
・
山
陽
の
国
々
を
結
ぶ
交
通
路
に
な
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
ω

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
交
通
路
を
解
明
す
，
る
史
料
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
ほ
か
に
は
ほ
と
ん
ど
残
存
し
な
い
ω

そ
こ

で

『
出
雲
国
風
土
記
』
な
ど
を
基
に
、
郡
家
・
駅
家
の
位
置
を
地
籍
図
の
地
名
に
よ
り
比
定
し
、
郡
家
・
駅
家
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
交

通
路
を
推
定
す
る
方
法
を
と
デ
た
ω

だ
が
、
中
国
山
地
地
域
に
は
郡
家
や
駅
家
は
、

ほ
と
ん
ど
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
交
通
路
の
考
察
が
困

難
で
あ
る
ω

そ
の
場
合
に
は
、
中
国
山
地
地
域
に
お
け
る
古
墳
群
の
密
集
地
域
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
交
通
路
を
推
定
し
た
ω

な
お
、
今
回
は
陰
陽
横
断
路
の
う
ち
、
山
陰
側
の
因
幡
・
伯
奮
・
出
雲
の
三
国
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
ω

1

出
雲
、
備
中
・
備
後
を
結
ぶ
交
通
路

出
雲
と
備
中
・
備
後
を
結
ぶ
交
通
路
は
、
出
雲
国
最
大
の
斐
伊
川
と
そ
の
支
流
、
三
万
屋
川
に
沿
う
交
通
路
が
あ
る
ω

斐
伊
川
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
「
出
雲
の
大
川
、
源
は
伯
賓
と
出
雲
と
二
つ
の
国
の
堺
な
る
鳥
上
山
よ
り
出
で
、
流
れ
て
仁
多
の
郡

横
田
村
に
出
で
、
即
ち
横
田
・
三
処
・
三
沢
・
布
勢
等
の
四
つ
の
郷
を
経
て
、
大
原
の
郡
の
堺
な
る
引
沼
の
村
に
出
で
、
出
雲
の
郡
の
堺

な
る
多
義
の
村
に
出
で
、
河
内
・
出
雲
の
二
つ
の
郷
を
経
て
、
北
に
流
れ
、
更
に
折
れ
て
西
に
流
れ
て
、
即
ち
伊
勢
・
杵
築
の
二
つ
の
郷

を
経
て
、
神
門
の
水
海
に
入
る
」
ハ
1
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。

山
陰
幹
道
か
ら
、
こ
の
斐
伊
川
沿
い
の
交
通
路
に
至
る
に
は
、
出
雲
国
庁
の
西
、
十
九
里
の
玉
作
街
か
ら
分
岐
す
る
「
正
南
道
」
が
あ
る
ω

『
風
土
記
』
は
「
正
南
道
」
を
「
正
南
の
道
は
、

一
十
四
里
二
百
一
十
歩
に
し
て
、
郡
の
南
西
の
雰
に
至
る
。
又
、
南
の
か
た
廿
三
里
八
十
五
歩
に



し
て
、
大
原
の
郡
家
に
至
り
、

即
ち
、
分
れ
て
二
つ
の
道
と
為
る
。

一
つ
は
南
西
の
道
、

一
つ
は
東
南
の
道
な
り
」
と
記
し
て
お
り
、
現
在
の
玉
造

温
泉
か
ら
玉
湯
町
大
谷
・
宍
道
町
和
名
佐
・
遠
所
峠
を
越
え
赤
川
流
域
に
出
で
、
加
茂
町
立
原
付
近
を
経
て
、
木
次
町
里
方
付
近
の
大
原

郡
家
に
達
す
る
ω

大
原
郡
家
の
位
置
は
『
風
土
記
』
に
「
今
、
郡
家
の
あ
る
処
は
、
号
を
斐
伊
村
と
い
ふ
。
」
、
ま
た
、
郡
家
か
ら
「
南
西
の
道
は
五
十
七

歩
に
し
て
、
斐
伊
川
に
至
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
斐
伊
川
と
三
万
屋
川
の
合
流
点
付
近
で
、
式
内
社
斐
伊
神
社
が
杷
ら
れ
て
い

る
木
次
町
里
方
付
近
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
籍
図
で
は
明
確
な
郡
街
位
置
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ω

大
原
郡
家
か
ら
斐
伊
川
に
一
沿
っ
て
朔
行
す
る
交
通
路
が
「
東
南
道
」
で
あ
る
ω

「
東
南
道
」
は
大
原
の
「
郡
家
よ
り
去
る
こ
と
廿
三
里

一
百
八
十
二
歩
に
し
て
、
郡
の
東
南
の
堺
に
至
る
ω

又
、
東
南
の
か
た
に
去
る
こ
と
一
十
六
里
二
}
白
骨
六
歩
に
し
て
、
仁
多
の
郡
家
(
な

る
比
比
理
の
村
)

に
至
る
」
ω

仁
多
郡
家
は
仁
多
郡
三
処
郷
に
置
か
れ
、
現
在
で
も
仁
多
町
に
郡
村
集
落
が
立
地
し
て
い
る
。

郡
村
の
地
籍
図
に
は
「
大
領
原
」
、

「
堂
ノ
上
」
等
の
小
字
名
が
検

「
大
領
東
」
、

「
大
裏
原
」
、

「
内
裏
原
」
、
「
表
免
」
、

「
榎
ケ
坪
」
、

古代陰陽横断路

出
卜
さ
れ
る
ω

お
そ
ら
く
、
現
在
は
水
団
地
帯
と
な
っ
て
い
る
「
大
領
原
」
付
近
に
仁
多
郡
家
は
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

こ
の
仁
多
郡
家
か
ら
交
通
路
は
、

「
東
道
」
と
「
南
道
」
の
二
つ
に
分
岐

L
圏
外
に
通
じ
る
ω

「
東
道
」
は
『
風
土
記
』

に
「
伯
番
の
国
日
野
の
郡
の
堺
な
る
阿
志
枇
縁
山
に
通
る
は
品
川
五
豆
一
百
五
十
歩
な
り
。
常
に
劉
あ
り
」
と
記
さ
れ
、

仁
多
郡
家
か
ら
約
十
九
粁
で
伯
岩
田
国
日
野
郡
阿
毘
縁
に
達
し
て
い
た
ω

「
劃
」
は
国
司
が
自
国
の
管
理
上
置
い
た
も
の
で
あ
る
が
ω

83 

「
常
に
劃
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
の
交
通
路
は
か
な
り

か

み

さ

と

さ

と

奮

が

ね

の
利
用
度
の
あ
る
重
要
道
路
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

『
風
土
記
』
の
仁
多
郡
横
田
郷
に
「
以
土
の
諸
郷
よ
り
出
す
と
こ
ろ
の
錨
」
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と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
お
そ
ら
く
、
当
時
の
奥
出
雲
や
奥
田
野
の
中
国
山
地
の
地
域
は
砂
鉄
を
利
用
し
た
「
タ
タ
ラ
製
鉄
」
に
よ

る
鉄
の
産
地
で
相
当
繁
栄
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

こ
の
こ
と
は
斐
伊
川
の
上
流
地
域
(
奥
出
雲
)
や
日
野
川
上
流
地
域
〈
奥
田
野
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
流
域
よ
り
も
、
は
る
か
に
多
く

の
古
墳
群
の
分
布
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
も
考
証
で
き
る
ω

従
っ
て
、
か
な
り
頻
繁
に
往
来
も
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

伯
者
国
境
以
来
の
「
東
道
」
は
、

た
ん
だ
だ
わ

日
南
町
阿
毘
縁
か
ら
日
南
町
生
山
に
至
る
ω

生
山
か
ら
は
日
野
川
に
沿
っ
て
湖
行
し
、
谷
田
峠
(
約

一
O
二
O
米
)
を
越
え
、
備
中
園
高
梁
川
流
域
に
出
で
、
高
梁
川
沿
い
に
南
走
し
、
備
中
国
府
を
経
て
、
備
前
国
府
へ
達
し
て
い
た
ω.

こ
の
交
通
路
は
出
雲
と
吉
備
を
結
ぶ
中
国
山
地
越
え
の
主
要
交
通
路
で
、
天
平
十
一
年
(
七
三
九
)
の
『
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳
』
(
2〉

に
、
出
雲
園
西
部
・
出
雲
平
野
の
神
門
郡
朝
山
郷
に
吉
備
部
二
戸
、
日
置
郷
に
吉
備
部
臣
一
戸
、
古
志
郷
に
吉
備
部
君
三
戸
、
吉
備
部
一

戸
、
多
岐
郷
に
吉
備
部
臣
五
戸
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
吉
備
部
や
吉
備
部
臣
な
ど
は
、
吉
備
国
か
ら
出
雲
平
野
の
開
拓
に
、
出

雲
国
へ
移
住
し
た
豪
族
達
で
あ
り
(
3
)〈

4
V
彼
ら
が
吉
備
国
か
ら
出
雲
国
へ
移
動
す
る
と
き
も
、

お
そ
ら
く
、
高
梁
川
か
ら
谷
田
峠
・
斐

伊
川
・
出
雲
平
野
へ
の
コ

l
ス
を
た
ど
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

仁
多
郡
家
か
ら
備
後
国
に
至
る
交
通
路
に
つ
い
て
『
風
土
記
』
は

「
備
後
の
園
恵
宗
の
郡
の
堺
な
る
遊
記
山
に
通
る
は
、
品
川
七
里
な
り
。
常
に

割
あ
り
。
同
じ
き
恵
宗
の
郡
の
界
な
る
比
市
に
通
る
は
、
五
十
三
塁
な
り
。
常
に
は
刻
な
し
。
但
、
政
あ
る
時
に
当
り
て
、
権
に
置
く
の
み
」
と
記
し
て

い
る
。遊

記
山
を
経
て
、
備
後
国
恵
蘇
郡
に
至
る
交
通
路
は
、
現
在
で
も
、
比
婆
郡
西
城
町
に
「
油
木
」
の
地
名
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
よ

り
、
現
在
の
国
鉄
木
次
線
に
沿
う
コ

l
ス
で
、
江
川
の
支
流
、
西
城
川
流
域
の
備
後
国
恵
蘇
郡
に
出
で
、
庄
原
を
経
て
、
三
次
方
面
に
通

じ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

Q



井
川
沿
い
に
南
下
し
王
貫
峠
(
六
三

O
米
)
を
越
え
、

し
か
し
、
比
市
山
を
経
て
、
備
後
国
恵
蘇
郡
に
至
る
交
通
路
は
、
現
在
で
は
残
存
す
る
遺
称
地
も
な
く
不
詳
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
阿

庄
原
・
三
次
方
面
に
達
し
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う

Q

現
在
の
比
姿
郡
高
野
町
和
南
原
(
5
〉
か
ら
、

仁
多
郡
家
か
ら
備
後
国
に
至
る
こ
れ
ら
の
交
通
路
の
う
ち
、
遊
記
山
経
由
の
も
の
に
は
「
劃
」
が
常
置
さ
れ
、
比
市
山
経
由
の
も
の
に

も
高
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

は
「
割
」
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と
よ
り
、
仁
多
郡
家
か
ら
備
後
国
へ
の
交
通
路
は
、
遊
記
山
越
え
の
も
の
が
主
要
交
通
路
で
、
利
用
度

「
南
西
道
」
が
あ
る
@

備
後
固
に
通
じ
る
交
通
路
に
は
、
大
原
郡
家
か
ら
三
万
屋
川
に
沿
う
交
通
路
、
所
謂
、

古代陰陽横断路

塚
田
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築
山

，J 
" -- ~主垣内、、

掛合町佐中「上郡・中郡・下郡の地籍

図J (一部)

第 1図

『
風
土
記
』
は
「
南
西
道
」
を
、
大
原
郡
家
よ
り
「
五
十
七

歩
に
し
て
、
斐
伊
の
川
に
至
る
。
渡
は
廿
五
歩
な
り
。
渡
船
一
つ
あ

り
。
又
、
南
西
の
か
た
廿
九
里
一
百
八
十
歩
に
し
て
、
飯
石
の
郡
家
に

至
る
。
備
後
の
国
三
次
の
郡
に
通
る
」
と
記
し
て
い
る
。

大
原
郡
家
か
ら
分
岐
し
た
「
南
西
道
」
は
、
現
在
の
国
道
五

十
四
号
線
と
ほ
ぼ
同
じ
コ

l
ス
で
、
三
万
屋
川
沿
い
に
淵
行
じ

飯
石
郡
家
に
達
す
る
ω

飯
石
郡
家
は
、
現
在
で
も
掛
合
町
佐
中
に
郡
集
落
が
立
地
し

て
お
り
、

『
島
根
県
史
』
は
、
こ
の
地
域
に
「
郡
輪
」
と
称
す

る
一
区
が
あ
る
ハ
6
)
と
し
、
そ
の
地
を
郡
家
の
地
に
比
定
し
て
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い
る
。
し
か
し
、
地
籍
図
に
は
「
縄
手
添
」
、

「
塚
田
」
、

「
前
垣
内
」
、

「
堂
垣
内
」
、

「
下
垣
内
」
等
の
小
字
名
し
か
検
出
で
き
ず
、
明

確
な
郡
衛
位
置
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

飯
石
郡
家
か
ら
備
後
国
に
通
じ
る
交
通
路
は
、

『
風
土
記
』
に
「
備
後
の
園
恵
宗
の
郡
の
堺
な
る
荒
鹿
の
坂
に
通
る
は
、
ー
舟
九
里
二
百
歩
な

「
三
次
の
郡
の
堺
な
る
三
坂
に
通
る
は
、
八
十
皇
な
り
。
径
、
常
に
剣
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、

く
さ
ん
た
わ

が
常
置
さ
れ
た
こ
つ
の
交
通
路
が
聞
か
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
荒
鹿
坂
(
草
峠
、
九
二

O
米
)
を
越
え
備
後
国
恵
蘇
郡

り
。
径
、
常
に
劉
あ
り
。
」
、

「剃」

へ
、
後
者
は
三
坂
(
赤
名
峠
、
五
人

O
米
)
を
越
え
備
後
国
三
次
郡
へ
達
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
@

現
在
、
三
坂
(
赤
名
峠
)
越
え
の
交
通
路
は
、
国
道
五
十
四
号
線
と
し
て
松
江
・
広
島
聞
の
重
要
交
通
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
古
代
に

お
い
て
は
、
荒
鹿
坂
(
草
峠
)
越
え
の
交
通
路
も
、
備
後
国
へ
通
じ
る
重
要
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ω

2 

伯
香
、
美
作
・
備
中
を
結
ぶ
交
通
路

伯
奮
固
と
美
作
国
を
結
ぶ
交
通
路
と
し
て
天
神
川
・
竹
田
川
と
日
野
川
を
湖
行
す
る
コ

l
ス
が
想
定
さ
れ
る
@
伯
岩
田
園
東
部
を
流
れ
る

天
神
川
は
中
・
下
流
域
に
倉
吉
平
野
を
作
っ
て
い
る
。
古
代
倉
吉
平
野
は
伯
奮
国
の
中
心
で
、
伯
者
国
府
は
、
現
在
の
倉
士
口
市
国
分
寺
付

近
に
置
か
れ
て
い
た
ω

伯
奮
国
府
か
ら
天
神
川
(
小
鴨
川
)

い
由
ぽ
き
り

M

に
沼
い
久
米
郷
・
小
鴨
郷
・
大
鴨
郷
・
山
守
郷
と
久
米
郡
を
南
走
す
れ
ば
、
美
作
国
境
の
大
挟
峠

(
五
一
回
米
)
に
達
す
る

Q

こ
の
交
通
路
が
国
府
と
郡
家
を
結
ぶ
公
道
で
あ
っ
た
か
、
郷
と
郷
を
結
ぶ
交
通
路
で
あ
っ
た
か
は
久
米
郡
家

の
位
置
に
よ
る
ω-

久
米
郡
家
、

は
現
在
の
関
金
町
に
郡
家
集
落
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
よ
り
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
や
「
日
本
地
理
志
料
』

は
『
和
名



関
金
町
郡
家
は
久

抄
』
の
『
久
米
郷
』
を
関
金
町
の
旧
矢
送
村
と
し
、
郡
家
の
地
に
関
金
町
郡
家
を
比
定
し
て
い
る
〈
7
X
B
V
し
か
し
、

米
郡
で
も
奥
部
に
偏
在
し
す
ぎ
て
い
る
ω

更
に
江
戸
時
代
に
は
「
矢
遣
ノ
郷
・
高
下
同
制
措
家
・
:
」
(
旦
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
郡
家
の
地
籍

図
を
検
討
し
て
も
「
堂
ノ
本
」

「
横
垣
」

「
下
モ
高
下
」
等
の
小
字
名
が
検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る

Q

「
箱
道
」

柳
回
国
男
は
「
地
名
の
研
究
』
の
な
か
で
、

コ
局
下
」
地
名
は
「
高
原
の
草
生
地
の
水
の
流
れ
に
乏
し
い
所
を
カ
ウ
ゲ
と
語
っ
て
居
る

ら
し
い
。
」

auと
述
べ
て
い
る
@

お
そ
ら
く
、
関
金
町
郡
家
は
江
戸
時
代
に
「
高
下
」
か
ら
「
郡
家
」
に
転
記
さ
れ
た
も
の
で
、
久
米
郡
家
の
地
に
比
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
@

『
和
名
抄
』
に
よ
る
と
久
米
郡
の
郷
は
「
・
:
山
守
・
小
鴨
・
大
鴨
・
久
米
・
勝
部
・
:
」
と
、
天
神
川
(
小
鴨
川
)
の
上
流
域
か
ら
順
の

記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
『
鳥
取
県
郷
土
史
』
や
『
鳥
取
県
史
』
は
、
そ
の
郷
域
を
倉
吉
市
福
守
・
岡
田
・
秋
喜
・
生
田
の
地
域
と

し
、
郡
家
も
郷
域
内
に
置
か
れ
た
と
し
て
い
る
(
U
X
ロ
ヨ
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
地
籍
図
を
検
討
し
た
が
、
郡
家
に
関
係
す
る
地
名
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
@

古代陰陽横断路

そ
こ
で
、
久
米
郡
で
、
天
神
川
(
小
鴨
川
)

に
沿
う
地
域
の
地
籍
図
を
検
討
す
る
と
、
倉
吉
市
国
府
に
，
「
中
ノ
郡
家
」
、

「
国
作
」
、

「
大
道
谷
」
、

「
白
市
」
等
の
小
字
名
を
検
出
し
た
“

こ
の
こ
と
よ
り
久
米
郡
家
は
伯
雪
国
府
の
国
府
域
付
近

「
塚
ノ
峯
」
、

「
向
市
」
、

で
、
倉
吉
市
国
府
付
近
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

G

に
沿
い
に
大
鴨
・
小
鴨
・
山
守
の
諾
郷
を
縫
い
な
が
ら
南
走
す
る
交
通
路
は
、
犬
扶

ひ
る
せ
ん

峠
を
越
え
る
と
美
作
国
大
庭
郡
田
原
郷
・
美
和
郷
と
な
る
@
田
原
・
美
和
の
郷
域
は
蒜
山
(
標
高
一
二

O
O米
)
の
商
麓
で
寸
標
高
四
百

伯
雪
国
府
・
久
米
郡
家
か
ら
天
神
川
(
小
鴨
川
)

87 

ー
五
百
米
、
南
北
幅
十
粁
東
西
幅
二
十
粁
の
蒜
山
高
原
と
呼
ば
れ
る
金
地
で
あ
る
@
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蒜
山
高
原
は
寒
冷
で
稲
作
に
は
不
利
な
高
原
地
域
で
あ
る
が
、

「
タ
タ
ラ
製
鉄
」
と
の
関
係
か
ら
か
、
六
世
紀
前
半
に
は
「
四
ツ
塚
古

墳
群
」
が
営
造
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
約
百
六
十
基
の
古
墳
群
が
分
布
官
)
し
、

早
く
よ
り
繁
栄
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
@

従
っ
て
、
蒜
山

高
原
と
美
作
国
府
等
を
結
ぶ
交
通
路
も
早
く
よ
り
聞
け
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
犬
挟
峠
を
越
え
る
伯
奮
国
府
へ
の
交
通
路
も
相
当
利

用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

伯
奮
国
東
部
か
ら
美
作
国
に
至
る
も
う
一
本
の
交
通
路
と
し
て
、
現
在
の
国
道
一
七
九
号
線
と
同
じ
、
竹
田
川
に
沿
う
交
通
路
が
存
在

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
交
通
路
は
伯
害
国
で
『
延
喜
式
』
記
載
の
「
松
原
駅
」

auか
ら
分
蚊
し
、
勝
部
郷
・
竹
田
郷
を
経
て
、

美
作
国
境
の
人
形
峠
(
七
三
五
米
)
を
越
え
た
@

人
形
峠
は
近
世
で
も
険
路
だ
っ
た
よ
う
で

「
伯
奮
民
談
記
』
に
「
此
峠
の
か
た
わ
ら
道
に
、
打
札
越
し
と
云
ふ
あ
り
、
道
筋
も
大
に
し
て
、
牛

馬
往
来
す
。
人
形
山
は
殊
に
険
路
な
る
故
、
多
く
此
道
を
通
行
す
」
詰
)
と
記
さ
れ
て
い
る
@

人
形
峠
を
越
え
る
と
美
作
国
吉
井
川
上
流
と
な
り
、
川
沿
い
に
南
走
す
れ
ば
美
作
国
府
と
な
る
@
こ
の
交
通
路
は
竹
田
川
・
吉
井
川
上

流
域
に
古
墳
群
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
分
布
し
て
い
な
い
こ
と
よ
り
、
利
用
度
が
低
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
@

伯
奮
圏
西
部
と
備
中
、
美
作
国
を
結
ぶ
突
通
路
に
日
野
川
沿
い
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
交
通
路
は
伯
誉
国
会
見
郡
家
で
山
陰
幹
道
と
分

か
れ
、

日
野
川
沿
い
に
南
走
し
、
日
野
郡
家
を
経
て
備
中
・
美
作
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

会
見
郡
家
の
位
置
は
、
現
在
の
岸
本
町
大
寺
・
坂
中
付
近
が
比
定
さ
れ
て
い
る
詰
ヨ

日
野
郡
家
の
位
置
は
『
伯
書
志
』

の
日
南
町
郡

家
の
条
に
「
当
郡
の
郡
家
此
の
地
な
り
今
は
高
下
と
も
作
け
り
」
ハ
げ
〉
と
述
べ
、

『
日
野
郡
史
』
も
「
郡
家
に
つ
い
て
見
る
に
、
今
の
石
見
村
の
内
大

字
中
石
見
地
内
に
郡
家
あ
り
。
此
処
な
る
こ
と
は
郡
家
の
地
に
大
三
輪
の
神
を
紀
り
、

(
中
略
)
こ
と
に
況
や
、

東
南
道
の
経
過
地
と
し
て
、

最
も
適
当
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第2図推定古代出雲・伯香における陰陽横断路図

(註)古代遺跡の分布は「全国遺跡地図」等による。なお海岸部のそれは略

した。

な
る
地
点
を
占
む
る
を
や
」
ハ
思
と
述
べ
、

郡
家
集
落
の
立
地
と
、

『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
東
南
道
」

(
「
東
道
」
)

の
通
過
地
を
想
定

し
て
、
現
在
の
日
南
町
郡
家
を
日
野
郡
家
に
比
定
し
て
い
る
@

し
か
し
、
柳
田
国
男
は
「
伯
誉
日
野
郡
石
見
村
郡
家
、
当
郡
の
郡
家
の

地
な
り
、
今
は
世
間
下
と
も
書
け
り
。
乱
暴
な
断
定
と
思
ふ
が
、

地
形
に
幾
分

か
さ
う
い
ふ
想
像
を
許
し
た
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
」
白
)
と
し
て
い

る
Q

更
に
、
江
戸
時
代
に
は
こ
の
集
落
名
も
「
高
下
」
と
記
載
さ
れ
て

お
り

au、
地
籍
図
を
検
討
し
て
も
郡
家
に
関
係
あ
る
も
の
は
検
出

さ
れ
な
い
@
お
そ
ら
く
、
日
野
郡
家
は
「
和
名
抄
』
の
『
日
野
郷
』

の
郷
域
内
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

Q

平
安
未
期
の
『
源
平
盛
衰
記
』
の
ご
谷
城
橋
事
」

の
項
に
「
伯

番
ニ
ハ
小
鴨
介
基
康
・
村
尾
海
六
・
日
野
郡
司
義
行
」
の
名
が
み
ら
れ
、

「
長
高
一
族
に
日

鎌
倉
末
期
の
伯
誉
之
巻
の
船
上
山
合
戦
の
時
に
も

野
三
郎
義
行
評
一
昨
…
一
群
…
糊
一
切
都
子
息
又
三
郎
義
泰
、
縁
者
に
河
迫
兵
衛
三
郎
義

員
己
下
十
余
人
馳
参
す
」

a)と
記
さ
れ
て
い
る
@

」
れ
ら
日
野
氏
の
拠
っ
た
と
こ
ろ
が
「
日
野
郷
」
と
考
え
ら
れ



る。
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『
鳥
取
県
郷
土
史
』
も
「
平
安
朝
の
頃
、

日
野
郡
司
と
称
せ
ら
れ
た
日
野
氏
の
居
っ
た
所
が
、
ほ
ぼ
郡
家
の
位
置
で
あ
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。
市

し
て
、
黒
阪
は
交
通
上
か
ら
云
っ
て
も
、
日
野
氏
が
居
っ
た
と
い
ふ
伝
へ
の
あ
る
の
か
ら
一
去
っ
て
も
郡
家
は
黒
阪
付
近
で
あ
っ
で
は
無
か
ら
う
か
」

a)と

述
べ
て
い
る
@

そ
こ
で
、

日
野
町
黒
坂
の
地
籍
図
を
検
討
す
る
と
、
黒
坂
の
市
街
域
南
縁
の
日
野
川
左
岸
に
「
郡
町
南
側
」
、

「
代
官
屋
ノ
下
モ
」
、

「
船
場
下
モ
」
等
の
小
字
名
を
検
出
し
た
ω

ま
た
、
黒
坂
は
郡
内
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
交
通
上
の
要
衝
に
位
置
す
る
こ
と
よ
り
も
、
日
野
郡

家
は
黒
坂
付
近
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

会
見
郡
家
と
日
野
郡
家
を
結
ぶ
日
野
郡
内
の
公
道
は
、
古
墳
分
布
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
日
野
川
に
沿
う
現
在
の
国
道
一
入

O
号
線
と
同

た
わ

じ
コ

I
ス
の
も
の
と
、
溝
口
付
近
か
ら
二
部
宿
・
矢
倉
峠
(
四
八

O
米
)
を
越
え
黒
坂
に
至
る
コ

l
ス
が
考
え
ら
れ
る
ω

日
野
郡
家
以
南

は
日
野
川
沿
い
に
糊
行
し
、
生
山
付
近
で
、
出
雲
と
吉
備
を
結
ぶ
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
東
道
」
と
接
続
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
@延

久
元
年
(
一

O
六
九
)
の
『
高
山
寺
文
書
』
の
「
伯
奮
国
雑
掌
秦
成
安
」
の
解
案
に
よ
る
と
伯
奮
固
か
ら
鉄
二
百
廷
・
鉄
九
百
三
十

廷
な
ど
が
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
@
当
時
の
伯
奮
園
の
産
鉄
地
帯
は
日
野
郡
・
汗
入
郡
と
も
い
わ
れ
る

8
3

こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
奥
日
野
・
日
野
郡
家
・
会
見
郡
家
を
結
ぶ
日
野
川
沿
い
の
交
通
路
は
、
庸
調
と
し
て
運
ば
れ
る
鉄
の
運
脚
交
通
路

で
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

Q

と
こ
ろ
で
、
出
雲
国
と
美
作
国
を
結
ぶ
最
短
コ

l
ス
に
、
現
在
の
国
道
一
入

O
号
線
の
ル

l
ト
が
あ
る
@
古
代
に
お
け
る
こ
の
交
通
路

に
つ
い
て
『
日
野
郡
史
』
は
「
元
方
の
劃
よ
り
今
の
二
部
村
へ
、
そ
れ
よ
り
津
地
峠
を
こ
え
藤
津
に
出
で
、
奥
渡
り
真
住
・
高
尾
・
金
持



を
経
て
四
十
曲
を
越
る
路
」

av(戦
国
期
の
富
田
街
道
、
尼
子
氏
の
本
城
富
田
城
へ
の
道
)
が
存
在
し
て
い
た
と
記
し
て
い
る
@

め
ば
勝
山
・
久
世
を
経
て
、
美
作
国
府
と
な
る
@

こ
の
交
通
路
は
四
十
曲
峠
(
七
七

O
米
)
を
越
え
れ
ば
、
美
作
国
の
旭
川
の
支
流
、
新
庄
川
の
流
域
と
な
る

Q

こ
の
交
通
路
を
更
に
進

古
代
に
お
け
る
こ
の
交
通
路
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
末
期
の
元
弘
二
年
(
一
三
三
二
)
、

る
時
の
コ

l
ス
が
『
太
平
記
』
に

後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐
へ
流
配
さ
れ

一
、
逮
キ
峯
ア
リ
。
御
警
固
ノ
武
士
ヲ
召
テ
、
山
ノ
名
ヲ
御
尋
ア
ル
ニ
、

「
杉
坂
越
テ
美
作
ャ
、
久
米
ノ
佐
羅
山
サ
ラ
サ
ラ
ニ
、

A
7
ハ
宥
ベ
キ
時
ナ
ラ
ヌ
モ
雲
間
ノ
山
ニ
雪
見
へ
テ
、
進

「
是
ハ
伯
番
ノ
大
山
ト
申
山
ニ
テ
侯
。
」
ト
申
ケ
レ
パ
、
暫
ク
御
輿
ヲ
被
止
、
内
一
証

甚
深
ノ
法
施
ヲ
奉
-
フ
セ
給
フ
。
或
時
ハ
馬
蹄
踏
エ
破
板
橋
霜
一
行
路
ニ
日
ヲ
窮
メ
ケ
レ
パ
、
都
ヲ
御
出
有
テ
、
十
三
日
ト
申
ニ
、
出
雲
ノ
見
尾
ノ
湊
日
一
着
セ

給
フ
」
畠
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
ω

更
に
、
近
世
に
な
る
と
、
こ
の
交
通
路
は
「
出
雲
街
道
」
と
呼
ば
れ
松
江
藩
の
参
勤
交
代
路
と
な
っ
た
@
松
江
藩
は
参
勤
交
代
の
と

き
、
松
江
・
溝
口
・
新
庄
・
津
山
・
勝
間
田
・
佐
用
・
姫
路
の
コ

l
ス
を
と
り
、
松
江
・
姫
路
は
大
体
三
泊
四
日
の
行
程
で
あ
っ
た

Q

3 

因
幡
、
播
磨
・
美
作
を
結
ぶ
交
通
路

古代陰陽横断路

『
日
本
後
紀
』
の
大
同
三
年
(
八

O
八
)
六
月
の
条
に

希
よ
也
。
」
翁
)
の
記
録
が
み
ら
れ
る

Q

「
省
エ
因
幡
国
八
上
郡
美
男
駅
。
智
頭
郡
道
俣
駅
馬
各
二
匹
↓
以
下
下
ν
不
縁
エ
大
路
-
乗
用

莫
男
・
道
俣
駅
は
そ
の
所
属
す
る
郡
名
よ
り
、
因
幡
国
を
北
流
す
る
千
代
川
に
沿
っ
た
交
通
路
に
設
け
ら
れ
て
い
た
駅
家
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
莫
男
駅
か
れ
た
八
上
郡
は
「
古
事
記
』
の
「
稲
羽
の
素
免
」
の
「
稲
羽
の
八
上
比
売
」
の
遺
称
地
で
、
八
上
比
売
が
把
ら

れ
て
い
る
式
内
社
売
沼
神
社
は
河
原
町
大
字
曳
田
字
上
土
居
に
所
在
し
て
い
る
ω

莫
羽
刀
駅
の
位
置
を
売
沼
神
社
什
近
と
も
考
え
ら
れ
る
の

91 



92 

で
、
曳
回
の
地
籍
図
を
検
討
し
た
が
、
「
土
居
尻
」
・
「
川
戸
土
居
」
・
「
上
ミ
土
居
」
・
「
柿
ケ
坪
」
・
「
下
土
居
」
・
「
清
水
土
居
」
・
「
塚
ノ
上
」

等
の
小
字
名
し
か
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
ω

そ
の
上
、
曳
田
は
位
置
的
に
交
通
路
か
ら
偏
在
し
て
お
り
駅
家
位
置
と
し
て
は
適
当
で
な
い

Q

地
形
的
・
交
通
的
位
置
か
ら
す
れ
ば
千
代
川
・
八
東
川
・
私
都
川
の
三
河
川
の
合
流
点
地
域
が
莫
男
駅
位
置
に
想
定
で
き
る
@

そ
こ
で
、
合
流
点
地
域
の
地
籍
図
を
検
討
す
る
と
、
郡
家
町
石
田
吉
井
に
「
添
ケ
坪
」

「
下
土
居
屋
敷
」

「
下
道
正
回
」

「上

道
正
田
」

「
中
道
」
、
土
師
百
井
に
「
倉
ノ
内
」

-
「
兵
庫
」
等
の
小
字
名
を
検
出
し
た

Q

駅
家
に
関
係
す
る
地
名
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
土
師
百
井
に
は
奈
良
時
代
な
い
し
は
、
平
安
時
代
初
期
の
土
師
百
井
廃
寺
跡
が
残
存
し
、
空
中
写
真
に
よ
る
と
、
付
近
の
入
東

川
・
私
都
川
の
作
っ
た
段
丘
面
上
に
は
条
里
の
遺
構
も
み
ら
れ
、
山
麓
線
に
は
多
数
の
古
墳
も
分
布
し
て
い
る
ω

「
倉
ノ
内
」

「
丘
ハ

庫
」
地
名
や
、
廃
寺
跡
な
ど
の
古
代
遺
跡
よ
り
、
当
時
は
相
当
繁
栄
し
た
地
域
で
、
入
上
郡
家
で
置
か
れ
、
付
近
に
莫
男
駅
も
置
か
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

道
俣
駅
の
位
置
は
、

「
道
俣
」
の
文
字
か
ら
交
通
路
の
分
岐
点
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
美
作
固
と
播
磨
国
へ
の
交
通
路
が
分

岐
す
る
智
頭
町
智
頭
付
近
が
推
定
さ
れ
る

Q

そ
こ
で
、
智
頭
の
地
籍
図
を
検
討
す
る
と
「
関
屋
ノ
段
」

「
五
駄
背
」

-
「
宮
塚
谷
」

「
道
の
下
」
等
の
小
字
名
が
検
出
さ
れ
、

道
俣
駅
は
智
頭
付
近
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
@

ま
た
、
智
頭
の
地
籍
図
に
は
「
大
目
谷
」

-
「
小
田
谷
」

「
目
谷
口
」
等
の
小
字
名
も
検
出
さ
れ
、
付
近
に
智
頭
郡
家
も
置
か
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
@

因
幡
国
府
か
ら
莫
男
・
道
俣
駅
に
至
る
交
通
路
は
、
国
府
か
ら
『
和
名
抄
』
の
『
私
部
郷
』
に
出
で
、
私
都
川
沿
い
に
下
り
八
上
郡
家
・

莫
男
駅
に
達
す
る
ω

八
上
郡
家
か
ら
は
入
東
川
沿
い
に
互
理
郷
・
日
部
郷
・
丹
比
郷
・
若
桜
郷
と
糊
行
し
、
戸
倉
峠
(
八
九
一
米
)
を
越



るえて、
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こ
の
ル

l
ト
は
、
現
在
国
道
二
九
号
線
が
走
っ
て
い
る
が
、
播
磨
国
「
波
加
の
村
」
や
、

『
播
磨
国
風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
携
保
川
の
上
流
「
波
加
の
村
」
に
通
じ
る
支
路
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

「
雲
箇
皇
」
の
地
域
に
は
多
く
の
古
墳
群
の

50胎n

~廃寺跡 H式内社・古墳群

口 国 府 O郡家ム駅家

ー史料にみえる交通路四・推定交通路

イE

馬

推定古代因幡国における陰陽横断路図

〈註)古代遺跡の分布は「全国遺跡地図」等による。なお海岸都の

それは略した。

第 3図
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分
布
が
み
ら
れ
る
が
、
入
東
川
流
域
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
@
し
か
し
、
式
内
社
の
分
布
が
み
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
古
代
末
期
頃
よ

り
交
通
路
が
聞
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
ω

莫
男
駅
か
ら
智
頭
郡
家
・
道
俣
駅
に
至
る
交
通
路
は
、
現
在
の
国
道
五
三
号
線
と
同
じ
く
、
千
代
川
沿
い
に
南
走
し
智
頭
郡
家
・
道
俣

駅
に
達
す
る
ω

一
つ
は
、
国
道
五
三
号
線
と
同
じ
黒
尾
峠
〈
七

O
八
米
)
か
、
物
見
峠
(
六
三
五
米
)
を
越
え
、

津
山
市
郊
外
の
美
作
国
府
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
ω

こ
の
交
通
路
は
古
墳
群
の
分
布
か
ら
す
?
れ
ば
、
黒
尾
峠
越
え
の
往
来
が
頻
繁
で
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
で
も
町
内
田
栃
本
村
到
美
作
国
堺
廿
六
町
三
十
間
道
広
一
間
半
此
中
廿
町
坂
也
大
雪
不
通
牛
馬
」
ハ
幻
)

の
記
録
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
冬
季
の
交
通
は
困
難
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

他
は
、
志
戸
坂
峠
(
五
八
一
米
)
を
越
え
、
播
磨

国
の
「
讃
容
里
」
で
美
作
街
道
に
合
し
、
中
川
駅
・
越
部
駅
を
経
て
播
磨
国
府
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
ω

こ
の
交
通
路
は
『
播
磨
国
風
土

お

し

「
意
此
川
」
の
項
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く
よ
り
聞
か
れ
た
交
通
路
と
考
え
ら
れ
る
が
、

交
通
路
は
こ
れ
よ
り
二
つ
に
分
か
れ
る
ω

記
』
の
「
弥
加
都
岐
原
」
や
、

十
世
紀
の

「
延
喜
司
」
可

「
背
園
駅
伝
馬
」
の
項
で
は
、

「
因
幡
国
駅
山
埼
・
佐
尉
・
敷
見
・
柏
尾
各
八
疋
。
伝
馬
巨
濃
・
高
草
・
気
多
郡
各
五
疋
。
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
莫
男
・
道
俣
駅
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

Q

し
か
し
、
志
戸
坂
峠
越
え
の
交
通
路
は
消
滅
し
た
わ
け
で
な
く
、
承
徳
三
年
(
一

O
九
九
)
一
一
月
、
平
時
範
が
因
幡
国
の
国
司
と
し
て

赴
任
し
た
時
、
こ
の
志
戸
坂
峠
を
越
え
た
こ
と
が
『
時
範
記
』
に
み
ら
れ
る
ω

十
一
日

「
申
斜
着
播
磨
明
石
駅
家
」

十
二
日

「
未
魁
着
高
草
釈
家
」

十

日

「
申
魁
宿
佐
余
」



十
匹
目

「
未
魁
着
美
作
国
境
根
仮
屋
」

十
五
日

「
己
魁
至
子
智
頭
郡
駅
家
・
・
・
・
・
・
入
夜
着
惣
社
西
仮
屋
」

播
磨
国
府
の
置
か
れ
て
い
た
、
現
在
の
姫
路
市
付
近
か
ら
志
戸
坂
峠
越
え
の
因
幡
国
府
ま
で
の
、
陰
陽
横
断
の
行
程
は
お
そ
そ
二
泊
三

日
と
な
っ
て
い
る
ω

こ
れ
を
近
世
鳥
取
藩
の
参
勤
交
代
の
行
程
と
比
較
す
れ
ば
、
江
戸
か
ら
姫
路
ま
で
は
通
算
十
九
日
と
な
る
ω

姫
路
発
、
千
本
(
新
宮
町
千
本
)
御
休
、
平
福
(
佐
用
町
平
福
)
御
泊
。

二
十
日

ニ
ム
十
一
日

平
福
御
立
、
駒
帰
(
智
頭
町
駒
帰
)
御
茶
屋
御
休
、
智
頭
御
泊
。

二
十
二
日

智
頭
御
立
、
用
ケ
瀬
(
用
ケ
瀬
町
用
ケ
瀬
)
御
茶
屋
御
休
、
御
帰
域
。

近
世
に
お
い
て
も
姫
路
・
鳥
取
聞
の
行
程
は
二
泊
三
日
と
な
っ
て
い
る
ω

古代陰陽横断路

ま
た
、
陰
陽
横
断
路
の
コ

l
ス
は
、
現
在
の
国
道
一
七
九
号
線
、
県
道
智
頭
・
佐
用
線
・
国
道
五
三
号
線
と
な
っ
て
い
・
る
ω

く
、
古
代
に
お
い
て
も
同
じ
コ

1
ス
が
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

し
か
し
、
近
世
の
志
戸
坂
峠
で
も
「
是
よ
り
里
因
作
の
境
人
見
麟
…
闘
に
到
て
十
九
町
難
所
に
て
大
雪
に
牛
馬
通
ら
す
、
鳥
取
城
本
よ
り
十
八
町
四

十
九
間
也
、
境
よ
り
美
作
吉
野
郡
坂
根
村
へ
八
町
と
す
、
人
見
峠
の
東
に
連
る
高
山
を
牛
が
蜂
と
称
す
、
村
の
東
に
尺
原
と
云
ふ
支
村
あ
り
、
又
、
駒
還

の
古
名
吉
ガ
原
也
、
此
地
旧
街
道
に
あ
ら
す
、
昔
は
人
見
峠
の
麓
に
至
て
石
壁
時
立
駿
馬
も
越
る
事
能
は
す
、
是
其
名
の
因
て
来
る
所
と
云
ふ
。
中
世
熔

塞
を
啓
き
径
路
を
通
す
今
其
処
を
切
還
と
云
ふ
・
:
」
(
曹
と
記
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
峠
は
相
当
の
難
所
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ω

だ
が
、
志
戸
坂
峠
越
え
の
交
通
路
は
、
但
馬
国
か
ら
至
る
海
岸
沿
い
の
「
延
喜
式
』
の
交
通
路
に
比
べ
れ
ば
、
雪
積
少
な
く
、
都
か
ら

お
そ
ら

95 

因
幡
・
伯
者
へ
の
冬
季
の
交
通
路
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

今
日
の
陰
陽
横
断
路
に
な
っ
て
い
る
国
道
や
、
主
要
県
道
は
、
古
代
に
お
い
て
、
既
に
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
主
要
な
交
通
路
と
な
っ
て

、，
-ω

I
V
φ
ι
ド勿

論
、
脊
梁
山
脈
を
越
え
る
国
道
や
、
主
要
県
道
の
み
が
陰
陽
連
絡
の
交
通
路
で
は
な
い
@
古
代
の
人
々
の
エ
ク
メ
l
ネ
を
結
び
つ
け

る
経
済
的
・
文
化
的
流
通
路
が
陰
陽
横
断
の
道
で
あ
る
ω

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
陰
陽
横
断
路
は
数
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
@
し
か
し
こ
れ
ら
の
陰
陽
横
断
路
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国

山
地
の
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の
調
庸
物
を
都
へ
運
脚
す
る
道
で
あ
り
、
中
央
の
命
令
を
伝
達
す
る
道
で
あ
る
@

詮

(
1
)

本
論
文
中
の
書
き
下
し
文
は
秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
昭
四
五

略
し
、
(
註
)
を
消
略
す
る
。

(
2
)

『
出
雲
国
大
税
販
給
歴
名
帳
』
竹
内
理
三
編
「
寧
楽
遺
文
」
所
収

(
3
)

上
田
正
昭
「
山
陰
文
化
の
伝
統
」
『
古
代
の
日
本
』
第
四
巻
昭
四
五

(
4
)

鳥
越
憲
三
郎
『
出
雲
神
話
の
成
立
』
昭
四
六
創
元
社
五
七
頁

(
5
)

秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
昭
四
五
岩
波
書
底
二
三
五
頁
格
注

(
6
)

烏
根
県
『
島
根
県
史
』
第
四
巻
昭
四
七
(
復
刻
)
四

O
四
頁

(
7
)

吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
富
山
房
明
四
四
一

O
O
一
頁

(
8
)

邸
岡
良
弼
『
日
本
地
理
志
料
』
臨
川
書
庖
昭
四
一
(
復
刻
)
五
六
回
頁

岩
波
書
屈
に
よ
る
。
な
お
、
以
下
『
出
雲
国
属
土
記
』
は
『
風
土
記
』
と

角
川
書
庖

所
収

二
二
五
頁
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(
9
)
 

(
叩
)

(
孔
)

(ロ)
松
岡
布
政
『
伯
番
民
談
記
』
「
因
伯
叢
書
」

2

名
著
出
版
昭
四
七
(
復
刻
)
六
頁
一

柳
田
国
男
「
地
名
の
研
究
」
『
定
本
柳
田
国
男
全
集
』
却
所
収
昭
四
五
筑
摩
書
房

鳥
取
県
『
鳥
取
県
郷
土
史
』
昭
七
一
一
一
一
|
三
頁

鳥
取
県
『
鳥
取
県
史
』

1

昭
四
七
四
五
二
頁

今

井

桑

近
藤
義
郎
「
群
集
墳
の
盛
行
」
『
古
代
の
日
本
』
第
四
巻
昭
四
五
角
川
書
底
一
九
五
|
二

O
二
頁

松
原
駅
の
位
置
は
倉
吉
市
巌
城
付
近
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
中
林
保
「
駅
家
を
中
心
と
し
た
古
代
山
陰
道
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
」
『
人
文
地
理
』
一
一
三

l
一
参
照

松
岡
布
政
『
伯
番
民
談
記
』
巻
上
寛
保
二
年

中
林
保
「
駅
家
を
中
心
と
し
た
古
代
山
陰
道
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
」
『
人
文
地
理
』
一
一
一
一
一
|
一

景
山
粛
『
伯
番
志
』
「
図
伯
叢
霊
園
」
所
収
昭
四
七
(
復
刻
)
名
著
出
版
五
四
一
頁

日
野
郡
自
治
協
会
『
日
野
郡
史
』
昭
四
七
(
復
刻
)
名
著
出
版
八
一
頁

柳
田
国
男
前
掲
(
叩
)
一
二
三
頁

景
山
粛
前
掲
(
臼
)

『
伯
番
之
巻
』
「
因
伯
叢
書
」
所
収
昭
四
七
(
復
刻
〉
二
九
九
頁

鳥
取
県
前
掲
(
日
)
一
一
一
頁

鳥
取
県
前
掲
(
ロ
)
五
回
三
頁

日
野
郡
自
治
協
会
前
掲
(
路
)
一
六
二
六
頁

後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
校
注
『
太
平
記
』

1

昭
四
三
岩
波
書
庖
一
三
八
頁

『
日
本
後
紀
』
大
間
三
年
六
月
二
十
一
日
の
条
「
国
史
大
系
」
所
収

安
陪
恭
庵
『
因
幡
誌
』
「
因
伯
叢
書
」
所
収
昭
四
七
(
復
刻
)
名
著
出
版

安
陪
恭
庵
前
掲
(
幻
)
三
四
二
一
貝

二
二
頁

(
臼
)

(uv 

(
日
)

(
お
)

(
口
)

(
日
)

(
印
)

(
却
)

(
幻
)

(n) 

(
お
)

(
鈍
)

(
お
)

(
部
)

(
幻
)

(
お
)

三
三

O
頁




